
金
調
停
古
蹟
志
巻
一

儀
の
諸
町
を
ぽ
地
子
地
と
し
、
地
子
銀
を
出
さ
し
む
o
是
園
初
以
来

の
規
定
に
て
、
工
商
共
に
そ
の
業
を
府
下
に
安
ん
じ
、
泰
平
の
化
に

俗
す
る
と
と
二
百
八
十
飴
年
友
り
。
然
る
に
主
政
復
古
維
新
の
際
、

明
治
二
年
藩
主
前
田
家
十
四
世
従
三
位
庭
事
卿
加
能
越
三
州
の
封
土

を
奉
還
せ
ら
れ
、
諸
藩
士
も
亦
家
緑
を
減
ぜ
ら
れ
.
同
四
年
慶
藩
置

臓
の
御
褒
令
あ
り
て
、
懸
鹿
を
石
川
郡
美
川
町
に
建
て
ら
れ
、
金
津
町

は
一
時
奮
皐
の
如
〈
徒
然
-
な
る
の
み
た
ら
守
、
百
事
改
革
あ
り
て
士

族
・
卒
民
共
に
動
指
し
、
士
族
は
各
第
宅
を
段
ち
、
或
は
郡
地
に
移

住
し
、
或
は
他
鯨
下
に
移
住
す
る
も
の
多
く
、
平
民
も
亦
随
ひ

τ管

業
を
止
め
、
居
宅
を
段
ち
、
僻
地
へ
隠
匿
す
る
も
の
少
か
ら
歩
。
故

に
人
口
・
戸
数
税
，
減
少
し
、
従
来
繁
昌
せ
し
本
町
と
い
へ

E
も
、
家

屋
閥
け
て
連
続
せ
宇
。
人
家
調
密
の
市
街
荒
地
の
如
く
、
一
元
七
夕
所

と
稽
せ
し
町
々
及
び
元
地
子
地
の
如
き
下
等
の
町
除
、
遁

h
k
-

家
屋
を

段
ち
て
耕
地
と
注
し
・
悉
〈
田
畑
と
た
し
た
る
地
も
頗
る
多
し
。
震

に
市
中
次
第
に
狭
め
ら
れ
、
結
撲
の
地
も
寂
審
た
る
閑
地
と
費
じ
、
商

家
持
職
人
共
頗
る
産
業
を
失
へ
り
。
城
地
も
亦
既
に
陵
披
と
た
ら
ん

と
の
沙
汰
あ
り
し
か

E
、
明
治
六
年
賑
鹿
を
金
揮
の
地
へ
復
蹄
せ
ら

れ
、
城
郭
は
名
古
屋
銀
慈
の
所
轄
と
成
り
、
替
所
を
愛
に
置
か
れ
、

晴
川
崎
晴
山

N
N材
uv士川
h
E勤時、町戸、，
h
W
6
f
h
k
Aド

め
て
金
海
と
鋭
す
.
と
蛾
せ
た
り
。
故
に
津
田
鳳
卿
が
金
津
鍵
津
碑
叙

に
も
‘
天
正
中
。
我
藩
組
公
自
国
南
越
-
就
a
封
登
州
吋
三
漣
移
議
尾
山
吋

布
a
維
新
之
令
二
串
=
奮
染
之
俗
吋
招
v
賢
任
v
能
.
自
v
西
自
伊
東
士
感
而
臆
v

之
。
民
悦
而
蹄
v
之
.
自
成
品
都
島
建
昌
文
織
元
年
刊
快
目
指
都
城
二
民
人

益
騒
駿
.
皆
地
域
a
共
生
吋
一
於
v
是

4

近
取
昌
此
水
吋
以
名
目
説
境
於
v
是
乎
金

滞
之
名
，
防
聞
昌
子
天
下
吋
一
式
々
。
と
記
齢
制
せ
り
。
但
し
訟
も
ふ
に
、

金
滞
の
地
名
は
既
に
越
加
記
陀
載
せ
た
る
天

E
四
年
八
月
営
問
の
賊

魁
共
よ
り
本
願
寺
へ
の
披
露
般
に
、
於
a
金
滞
御
堂
二
宮
々
と
見
え
‘
又

此
の
頃
本
願
寺
の
家
老
下
問
侍
従
額
純
よ
り
掲
五
兵
衛
へ
奥
ふ
る
感

放
に
於
を
樺
表
-
首
一
一
討
取
。
と
載
せ
た
り
。
さ
れ
ぽ
天
正
の
初
め

よ
り
金
津
と
も
呼
ぺ
る
事
‘
い
ち
じ
る
し
。
故
に
三
州
志
来
因
概
覧

附
録
に
も
、
文
総
元
年
に
瑞
龍
公
殆
め
て
金
揮
の
稽
競
を
建
て
給
ふ

と
、
本
藩
の
古
記
録
に
あ
れ
ど
も
明
か
た
ら
守
。
此
の
時
金
揮
の
古
都
併

に
基
づ
き
て
、
尾
山
を
改
め
金
津
の
一
名
に
定
め
ら
れ
.
た
る
友
ら
ん
。

と
い
へ
り
。
卒
次
按
宇
る
に
‘
文
総
元
年
に
一
名
に
定
め
ら
れ
た
る

に
は
あ
ら
じ
。
共
の
後
も
倫
尾
山
と
呼
ぴ
た
り
け
ん
。
竹
屋
仁
兵
衛

が
家
に
停
来
せ
る
文
総
三
年
九
月
七
日
・
同
年
十
月
八
日
の
目
附
利

家
卿
の
印
書
に
、
尾
山
町
年
寄
中
・
尾
山
町
中
と
載
せ
ら
れ
た
り
。

金
滞
古
蹟
志
巻
一

二
大

或
は
裁
判
所
を
設
貯
、
或
は
諸
事
校
を
建
築
し
・
勝
下
管
内
も
遁
A

増
加
し
て
、
越
前
・
加
賀
・
能
登
・
越
中
の
四
国
十
九
郡
に
至
り
、
一

時
従
前
藩
治
の
封
固
よ
り
も
民
大
に
て
、
接
客
等
の
出
入
も
繁
忙
・
な

る
に
随
ひ
、
市
中
の
繁
華
も
日
々
一
倍
し
、
従
前
へ
復
蹄
せ
ん
勢
な
り

き
。
然
る
に
・
稲
井
・
宮
山
の
雨
膝
を
ば
分
割
せ
ら
れ
‘
越
前
・
越
中

の
爾
園
再
び
他
膝
下
と
成
り
、
殊
に
物
慎
一
時
下
落
し
、
諸
商
法
不

景
気
の
第
め
、
金
津
市
中
亦
衰
微
し
‘
人
口
・
戸
数
瀬
e
減
少
し
て
盆

閑
の
地
を
増
す
に
至
れ
り
。

ー

。

市

名

活

寧

金
津
市
街
の
線
名
は
、
文
総
以
前
は
尾
山
町
と
mmし
・
文
総
以
後
は

金
津
町
と
呼
べ
り
。
尾
山
の
名
は
、
初
め
城
地
よ
り
起
り
、
後
に
城

下
の
線
競
と
成
る
。
金
城
隆
盛
私
記
に
一
宮
ふ
。
金
城
以
a
山
尾
-
之
故

田
昌
尾
山
刊
日
夜
銭
a
金
府
之
総
稿
-
也
と
。
ま
た
尾
山
の
町
名
を
改
め

τ

金
津
町
と
成
り
た
る
事
は
、
菅
家
見
聞
集
に
-X
ふ
。
文
総
元
年
金
部

披
石
垣
被
v
饗
之
。
或
設
に
日
く
、
今
年
堀
を
掘
切
り
、
小
立
野
の

方
と
聞
を
す
か
し
‘
水
を
懸
入
れ
、
共
の
滞
を
ぽ
金
滞
と
云
ふ
。
是

よ
以
尾
お
改
め
て
金
津
披
と
申
す
由
一
宮
へ
り
と
。
按
守
る
に
、
委

設
に
掠
る
か
。
是
よ
り
後
の
記
録
共
に
も
、
文
藤
元
年
陀
尾
山
を
改

，，‘
vvιruhvレ
肱

.
L

uprJ川
田
叫
円

U
H
r
x附
踊
制
措
団
信
品

叉
此
の
債
の
記
録
共
に
皆
尾
山
と
あ
り
。
金
滞
の
名
は
鹿
長
以
来
の

書
札
等
に
見
え
.
慶
長
年
聞
の
制
札
等
に
金
津
町
と
記
載
し
、
尾
山

の
名
を
載
せ
た
る
も
の
た
し
。
さ
れ
ば
文
総
年
中
ま
で
は
尾
山
町
と

稀
し
.
慶
長
の
初
め
頃
よ
り
金
津
町
と
の
み
稀
す
る
に
や
。
訟
も
ふ

に
.
天
正
以
来
尾
山
と
も
金
津
と
も
爾
名
の
地
危
り
し
か
ど
、
慶
長

の
初
め
頃
よ
り
抜
郭
も
城
下
も
金
海
の
嘉
名
を
の
み
稀
し
.
自
然
と

尾
山
の
奮
名
は
呼
ぼ
や
・
な
り
た
り
け
ん
。
故
に
今
に
至
り
金
棒
近
村

の
邑
民
は
、
倫
尾
山
と
呼
ぺ
り
。
金
揮
の
名
は
小
立
野
金
棒
紳
祉
の

境
内
な
る
金
洗
深
よ
り
濫
筋
せ
し
嘉
名
に
て
、
富
田
景
周
が
金
滞
紀

事
に
一
志
ふ
。
差
以
v
金
名
.
共
来
久
夫
"
人
碑
之
所
v
載
ι

州
初
有
=
先
民

藤
五
郎
者
三
長
者
也
。
将
軍
藤
原
利
仁
之
流
膏
-ES

一
日
盤
=
峡
山
吋

帥
峨
許
税
措
嶋
崎
得
を
沙

E
高
吋
而
瀧
昌
之
一
盛
津
-
一
式
。
乃
金
海
嘉
名
自
v

是
肪
実
.
巴
而
鏑
昌
充
之
-
及
=
州
治
吋
又
及
目
測
披
吋
例
猪
T

大
和
郷
名
及
昌

一
因
ゴ
逐
及
・
皇
園
閤
競
~
批
-
-
共
好
宇
田
者
。
捺
-
詣
一
銅
奮
詔
-
可
v
思
尖
&
。

毛
利
詮
益
の
拾
築
名
言
記
に
、
営
所
金
津
の
地
名
は
、
南
矢
倉
下
位

霊
泉
あ
り
、
昔
は
A
A
を
金
洗
滞
と
呼
ぺ
り
。
後
中
略
し
て
金
俸
と
い

ふ
。
芋
掘
藤
五
郎
と
い
ふ
も
の
、
此
の
海
水
に
て
金
砂
を
洗
ひ
す
A

ぎ
け
る
故
に
、
金
洗
樺
の
名
あ
り
と
。
桧
梅
語
圏
・
混
見
摘
寝
友
ど

二
七




